
取扱いが簡単な、省スペース
⾼コストパフォーマンスモデル

概要

1、原理と構造

 遠⼼分離機に送られたダーティー液は回転体
により遠⼼⼒を受けます。遠⼼⼒により液より
重いスラッジは回転体内壁へ押付けられ堆積し
脱⽔、脱油されます。上澄液は順次、回転体の
中⼼部よりオーバーフローされクリーン液とな
ります。

2、清掃⽅法

 ⼿動式セパレーターは、清掃
⼯程が⼿作業となります。運転
停⽌後、簡単に脱着可能な回転
体もしくはバケットを本体より
抜き取り回転体蓋を外す事によ
りスラッジを回収します。
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3、フロー例
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本体蓋

回転体蓋

80 型 80K 型などの場合

加⼯機
⼿動式

セパレーター

P

　遠心分離機からの排出液は、液の自重
落下でタンク等に返されます。
　必ず、十分な高低差を取って下さい。
排出液の配管径を絞ったり排圧のかかる
レイアウトの場合は内部でオーバーフ
ローを起こし、外部へ流出したりベアリ
ングの不具合を起こしますのでお辞め下
さい。

⼿動式セパレーター
30 型 50 型 50K 型 80 型 80K 型 

5、オプション

 
■ ゴムバケット
回転体内へゴムバケットを装着する
事により清掃が簡単になります。ま
た、2つご用意頂く事により掃除の時
間による稼働のロスがなくなります。

（30 型　50 型　50K 型　のみ）

■ 各種電装品
各種電装品の取り付けが可能です。
本体蓋へリミットスイッチもしくは電磁ロックを配置する事により安全
性が高まります。また各種スイッチ、制御盤取付可能ですのでお気軽に
ご相談下さい。

（本体蓋開閉検知、本体蓋電磁ロック、制御スイッチ取り付け、制御盤）

■ 本体への改造
（例　高さ変更、出口方向変更、回転数、キャスター取付、本体
蓋を蝶番にて開閉、本体材質変更＜通常は鉄＞、塗装色変更、クー
ラントタンク追加、各国高効率モーターへの乗せ換え、各種ポ
ンプ取付）

■ 回転体への改造
（アルマイト処理、耐食性のある材質への変更＜SUS、グラス
ファイバー＞油抜きタイプなど）

■ 予備回転体及びバケット
回転体を交互に使用する事
により掃除の時間による稼
働のロスがなくなります。
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4、本体蓋説明

 ノズルタイプの場合 8、型式を参
照しＮとご指定下さい。ノズルタイプ
とは、⼿動式セパレーター本体蓋に吸
い込みノズルが付いており、若⼲の消
泡性があります。

（例 CL-31N�-111A�,�CL-51KN-111A）

N が付く
ノズルタイプの本体蓋

N 無しの本体蓋

架台寸法変更
CLH-51KN-111A

CL-51KN-111A ｷﾞﾔｰﾄﾞﾎﾟﾝﾌﾟ付
ﾎﾟﾝﾌﾟ架台付　簡易スイッチ付

電磁ロック付、クーラントタンクコントロール用制御盤付
CL-81KN-215C-SP 制御盤付

CLD-51KN-115A　（電磁ロック仕様・油抜き仕様）
制御盤付自吸式ポンプ付

CL-51N-322A トイ付
内部の角を少なくした仕様

特殊仕様等にも対応しております、まずはご相談下さい。



⼿動式セパレーター
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N 無

N 有

6、外形⼨法図

 

7、仕様

容量別及び
④回転数別

推奨処理流量（L）
＊出口径を絞ったり、排圧が
かかる様な出口配管は適用外

となります。

主モーター
回転数

50Hz/60Hz
(rpm)

有効回転体容積
（L）

重量
（ｋg）

30型 0　～　30 0.4kW4P 1900/2250 3L 60

50型 0　～　50 1.5kW4P 1900/2250 5.4L 150

50Ｋ型 0　～　50 1.5kW2P 2350/2850 5.4L 155

80型 0　～　80 2.2kW4P 1600/1900 10L 230

80Ｋ型 0　～　80 3.7kW2P 2150/2600 10L 235

* 製品の仕様は予告なく、変更する事がございます。

30 型・50 型・50Ｋ型・は低床タイプも製作可能です。

＊必ず図面を請求し確認して下さい。

Manual�Separator

8

8、型式 
①回転体内残液抜き選択

CL･･･標準型･･･回転停止時に回転体内へ液が残る仕様

CLD･･･油抜き仕様（油性用）･･･回転停止時に回転体内より液が抜ける仕様

     ＊腐食性のある液（水など）や、グリスを洗うタイプの液は仕様出来ま

　　　せん。（灯油など）は機械の故障の原因となります。

CV･･･立形･･･モーター直結、省スペース、高回転仕様

CVD･･･立形･･･CV 型の油抜き仕様（油性用）

CLH･･･特注架台寸法（低床タイプ含む）

＊80 型は、CLD・CV・CVD に対応しておりません。

②容量

31･･･30 型･･･最大流量 30L/min タイプ

51･･･50 型･･･最大流量 50L/min タイプ

81･･･80 型･･･最大流量 80L/min タイプ

流せる流量は、出口口径・配管レイアウト・粘度によります。

また、除去したい粒子径により最適な流量でお使い下さい。

＊ご不明な点あれば、弊社までお問い合わせ下さい。

⑤本体ケース材質選定

1･･･標準機　本体ケース SS400 製

2･･･本体上部（接液部）SUS 製（架台・本体ベースは鉄）

3･･･本体ケースオール SUS 製

9･･･その他（塩ビ製・機械内部エポキシ系塗料塗布など）

③回転数

無･･･従来機と同等

Ｋ･･･従来機より高速

Ｊ･･･特注回転数

④蓋タイプ（4、型式参照下さい。）

無･･･標準機（吸込みノズル無）

Ｎ･･･ノズルタイプ（吸込みノズル有）

　   液を落ち着かせる特性があります。（若干の消泡性・制振性）

Ｓ･･･抑泡タイプ (50K 型 80 型 80K 型のみ )

   　泡立ちやすい液の場合選定下さい。

　　 ( 標準機比で )泡の発生を約 50％削減致します。

ＮＤ･･･ノズルダイレクト（出口が 2系統になります。）

　　　ノズルから吸い込んだ液を直接タンクなどに戻します。

⑥回転体材質選定

1･･･標準機　アルミ及び FC 材

    （本体ケース SUS 製の場合は

    芯金カバー付が付属します。）

2･･･アルミ部　アルマイト処理

3･･･SUS304 製（納期：3ヶ月）

9･･･その他

下記型式は、2015 年 4 月 1日以降　順次切り替えて行きます。旧型式でも御注文可能です。

⑧出口方向

＊7、出口方向をご参照下さい。

（カッコ内は、回転方向です。）

7、出口方向をご参照下さい。

A･･･標準（左回転）

B･･･背面（左回転）

C･･･位置違い反対（左回転）

D･･･標準側位置違い（右回転）

E･･･背面側位置違い（右回転）

F･･･A（標準）の正反対（右回転）

Z･･･その他

例：ＣＬ－５１ＫＮー１１１Ａ

①　　　　　　　　②　　　③　　④　　　　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧

＊注意点

＊旧型との型式比較

＊その他

旧型式　CL-80K 型は CL-81-111A となります。

回転数は、従来機・新型ともに同一です。

CL-30ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ＝CL-31-111A

CL-50ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ＝CL-51-111A

CL-80Kｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ＝CL-81-111A

・キャスター仕様・架台高さ調整仕様・

・制御盤付き仕様　等がございます。

・規格外特注製品は、最後尾に

　-SP を付加致します。

9、出⼝位置

出口位置が A（標準）以外の位置
にご希望の場合、下記を参考にご
指定頂き、お知らせ下さい。
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⑦本体蓋　及びスイッチ選定

＊蝶番仕様（下記の 2,4,5 などの場合）（片側を蝶番で固定

　し片側をクランプなどで固定する仕様）の場合は必ず④

　蓋タイプの項目でＮＤ（ノズルダイレクト）を選択下さい。

1･･･標準

2･･･クランプ止め蝶番開き（以下　クランプ止め）

3･･･本体蓋開閉検知 LS 付（固定方法標準）

4･･･本体蓋開閉検知 LS 付（クランプ止め）

5･･･電磁ロック・回転検知近接付（クランプ止め）

    惰性回転中の本体蓋のロックなどの制御が可能です。

9･･･その他

＊上記にはいずれも制御などは付属致しません。

　別途ご依頼下さい。



流量当たりの濾過精度
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グラフにあるように、必

要とする濾過精度により

処理流量を決める必要が

あります。

精密な濾過を求める場合

流量を絞り、精密さを要

求されない場合流量を上

げる事ができます。

＊流体の粘度・粒子比重・

粒子径・流量により濾過

精度は変化します。

＊上記グラフは濾過精度

を保証するものではござ

いません。

　運用・機種選定の目安

にして下さい。

除去率

10μ以上　 90％以上

5.5μ以上　80％以上

3μ以上　　70％以上

例：80 タイプの場合

80L/min の時 10μ以上 90％以上除去

40L/min の時 5.5μ以上 80％以上除去

18L/min の時 3μ以上 70％以上除去

クーラントタンク
＊容量・仕様をご指定下さい。

お打合せにより御社に合わせた
クーラントタンクを製作致します。

製作例

 キリコをコンベアで回収した後、全⾃動遠⼼分離機
で精密濾過します。遠⼼分離機と組み合わせれば⼤き
なキリコをコンベアで掻き取り微粒⼦は遠⼼分離機で
濾過する理想的な組み合わせとなります。

 ⼯具メーカー様よりご依頼を受け制作したものです。
マグネットセパレーター、ミストレーサー、冷却装置
付属の多機能クーラントタンクです。

300L タンク付
半⾃動式セパレーター

DL-60M
（DL-61M-111A）

150L タンク付
⼿動式セパレーター

CL-50
(CL-51-111A)

サブタンク付
半⾃動式セパレーター

DL-60M
(DL-61M-239F)
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